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　MLD-TDSはTHz-TDSにお ける光源(パル ス レーザ)を連続波マルチモー ドレーザに取 り換 えた
送受信系であ り、光源が安価 なた めにシステム コス トは安価 である。しか しスペ ク トル は約0.5THz
以下のsub-THz域に限 られ波長が長 いた めにあま り小 さくは集光できず、イ メージングに応用 した
場合 には空間分解 能が低い。 そ こで本共同研究ではテーパ をつけた金属導波路(V溝)を用いて電磁
波 を小 さく集 束 させ 、システム コス トは抑えつつ イ メー ジングの空 間分解 能を改善 させ ることを 目
的 とす る。V溝 は間隙だ けでな く金属板形状 もテーパ をつ け台形 とし、電磁波が点状 に集光 され る
よ うに した。このよ うな構造 を用いたイ メージングの
報告 はこれまでに もあるものの、パルス光源 を用いて
いるため高 コス トだった り、単色光源 を用いているた
め分光計測へ の展開が困難 との問題が あった[1]。
2.実 験 方法
図1に 実験配置を示す。軸外 し放物面鏡に よる電磁
波 の集光点付近 にV溝 を挿入 して電磁波 を導波 し、電
磁波集光径 が小 さくなるよ うに した。直径6mmの ア
ル ミ円板が電磁波 の集光点 を横切 るように しておき、
電磁波信 号の変化 を観察 した。
3.結 果 と考察
図2に 結果 を示す[2]。アル ミ円板 のsub-THz電磁
波 の透過率は0な ので信号の変化 は理想 的には矩形
で、電磁波 ビー ムに有限の広 が りが あれば矩形 がぼや
けた形状になる。図2に よると、V溝を入れた方が信
号の立 ち上が りが鋭 くな り、また 「肩」状の構造 も生 じ
て矩形 に近 くなる、つま りV溝 を入れ た方が ビー ムは
細 くな り空間分解 能が改善 され た ことが分 かる。
4.ま とめ
MLD-TDSを用 いたイメージングシステムにV溝 構造 を適
用 し、空 間分解能 が改善 され たことを確認 した。今後V溝 の開
き角や台形板 の角度 を最適化 してい くこ とによ り、この低 コス
トイメージ ングシステムの空間分解 能が さ らに改善 され るも
の と期待 され る。MLD-TDSはsub-THz域に限 られ るとはい
え広帯域な電磁波送受信 系なので、電磁波が回折限界を超 えて
小 さく集 光で きるな ら金属板の微小開孔 に試 料 を充填す るな
どして微 量試料 の分光測定に応用す るよ うな こ とも考 え られ
る。
参 考 文 献
[1]N.Klein,aP.Lahl,U.Poppe,F.KadlecandP.Kuzel,J.Appl.Phys.98,014910(2005).
[2]森川 、山 本 、谷 、栗 原 、藤 田 、萩 行 、第60回 応 用 物 理 学 会 春 季 学 術 講 演 会,30a-PA3-4(2013).
125
